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今
回
は
、
現
代
彫
刻
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。
会
場
の
中
に
一
歩
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
こ
は
巨

大
な
作
品
の
内
側
に
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
作
品
の
中
に

作
品
が
あ
り
、
そ
の
中
に
入
っ

て
見
て
い
る
人
も
作
品
の
一
部

に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
仕
掛

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
５
８
年
東
京
生
ま
れ
の

彫
刻
家
・
小
泉
俊
己
さ
ん
は
、

多
摩
美
術
大
学
大
学
院
美
術
研

究
科
彫
刻
専
攻
を
修
了
し
た

後
、
東
京
を
中
心
に
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
個
展
や
グ
ル
ー
プ
展
で

作
品
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ア

ン
ト
ワ
ー
プ
で
開
催
さ
れ
た
現

代
日
本
彫
刻
展
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
の
美
術
館
で
の
展
覧
会

に
出
品
を
重
ね
、
１
９
９
３
年

に
は
文
化
庁
芸
術
家
在
外
派
遣

研
究
員
と
し
て
ド
イ
ツ
に
一
年

間
滞
在
し
、
『
美
術
の
力
』
や

『
美
術
を
守
り
育
て
る
力
』
を

実
感
し
た
と
言
い
ま
す
。
現
在

は
多
摩
美
術
大
学
で
学
生
の
指

導
を
し
な
が
ら
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制
作
を
さ
れ

て
い
ま
す
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ま
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い
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政
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１
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実
施
し
ま
し
た

が
、
厳
し
い
財
政
状
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下
で
地

方
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権
や
社
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応
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が
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多
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民
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３
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、
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〜
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）
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※

１　

行
政
改
革
と
は

市
役
所
の
仕
組
み
や
処
理
さ
れ

て
い
る
事
務
・
事
業
の
進
め
方

な
ど
を
見
直
し
、
よ
り
良
い
も

の
に
変
え
て
い
く
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。

※

２　

行
政
改
革
大
綱

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点

化
を
図
り
、
分
権
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
簡
素
で
効
率
的
・
効
果

的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
の

あ
ら
ま
し
を
示
し
た
も
の
で
す
。

※

３　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
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に
、
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美
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政

改
革
大
綱
に
基
づ
き
具
体
的
な

改
革
事
項
を
示
し
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も
の
で

す
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香美市行政改革
－第１次行政改革成果、第２次行政改革スタート－

　第１次行政改革（平成１８～２２年度）の実施報告と２３年度から
新たに取り組む第２次行政改革についてお知らせします。

①事務事業の再編・整理、廃止・統合

②民間委託等の推進

③自主財源の確保

④定員管理の適正化

⑤給与の適正化

⑥第三セクター等の見直し

⑦経費節減・合理化

⑧行政情報の共有化と市民参画

１０・１１㌻では、第１次

行政改革の取り組み概要

とその成果を、１２・１３

㌻で、第２次行政改革の

取り組みについてお知ら

せします。

▲「水脈（図法－１）２０１０」撮影／安齊重男

第１次行政改革の重点項目

①健全財政への進化

②組織・機構の充実

③事務事業の見直し

④職員の意識改革と人材育成の推進

⑤市民参画と協働のまちづくり

第２次行政改革の重点項目

５月２８日（土）～７月３日（日）

Ａｔｌａｓ　小泉俊己展

背景写真（市役所新庁舎を望む）背景写真（市役所新庁舎を望む）背景写真（市役所新庁舎を望む）

広　

告

香美市地域雇用創造協議会推進事業

香美市地域雇用創造協議会

※講座の詳細については、高知新聞の折込チラシ・下記
　問い合わせ先にてご確認ください。

お問い合わせ先

※ほっと求人は毎週火曜日更新中

〒７８２－００３１　香美市土佐山田町東本町１丁目３－１２

担当：久保
ＴＥＬ　０８８７－５３－２１２３ ＦＡＸ　０８８７－５２－９１２３http：//www.kami-koyou.com/

本講座は「雇用保険の求職活動」に認定されます。

●日時　６月２７日、７月１９日
●講師　野口種苗店　代表　野口　勲
　　　　㈱風人ﾌｧｰﾑ　代表　澤田隆文

●日時　６月１３日、２８日、７月１１日・２９日
●講師　四銀キャピタルリサーチ㈱
　　　　投資ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ部 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ  上野 慎司

●日時　６月２４日、７月１４日
●講師　御和菓子司　みかさや　代表　鱧谷 方仁
　　　　高知大学 土佐ﾌｰﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾘｴｰﾀｰ特任教授　
　　　　　　　　　　　　　  農学博士 沢村 正義

講座のご案内
新しい時代の農業講習

起業・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ講座

食品加工講座

●日時　６月６日・１１日・２２日・２９日、７月６日
●講師　高知県立歴史民俗資料館　館長　宅間 一之
　　　　第２回 特別講師　財団法人 国際高等研究所
　　　　所長・理事　尾池 和夫

観光ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ養成講座

受講料
無料

宅間 一之宅間 一之さんさん宅間 一之さん

野口 勲野口 勲さんさん野口 勲さん

尾池 和夫尾池 和夫さんさん尾池 和夫さん


